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［具体的データ］

9. イネの低分げつ性遺伝子の同定

〔要約〕日 本型イネ品種合川 1号および秀峰の低分げつは，単一の同じ優性造伝子 ltn(t)により支配

されており ，第 8染色体長椀上の DNAマー カー， RMJ49とXNpb56の間に位置している。
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［背景・ねらい］

国際イネ研究所 (IRRI)で開発され，次世代の草型を示す NewPlant Type (NPT)稲は，その低分げつ

性と超穂重型に特徴がある。しかし，登熟や病害抵抗性に問題があり，従来育成されてきた IRRIのエ

リート 品種 IR64や IR72より優れた生産性や安定性を確保することが難しかった。そこで IR64やIR72の

登熟や生産特性を生かし，かつ低分げつ型の稲を作ることが IRRJ内の研究プロジェクトの一貫として望

まれた。ここで遺伝子源素材として，日本型品種，合川 1号と秀峰の低分げつ性の NTP育種への利用が

考えられた。なお、合川 1号と秀峰の低分げつは，単一の優性遺伝子により支配されていることが確認

されている。

本研究では，こ れら品種の低分げつ性の遺伝様式を明らかにするとともに，その遺伝子を用い IR64や

IR72の逍伝的背景をもった同質遺伝子系統を開発し， NPT型の多収性品種の育成 ・研究に資する。

［成果の概要• 特徴］

l. 合川］ 号と秀峰の低分げつ性における対立性検定では， 両品種の低分げつ性の遺伝子が同一の逍伝子

であることを示した（図 l)。

2. この低分げつ性遺伝子は，第 8染色体の長腕上の SSRマーカー RMJ49とRFLPマーカー XNpb56の

中間に位置する（図 I)。

3. この染色体領域にはこれまで分げつに関する姐伝子の報告がないことから，新規の低分げつ性 (Low

tiller number)逍伝子として，造伝子記号 Ltn(t)を仮称した。

4. この遺伝子はイネの形態形成に関する重要な辿伝子であると考えられ，lR64とIR72の追伝的背景を

持つ同質造伝子系統 (BC5凡）を育成中である （図2)。

［成果の活用面・留意点］

l. 合JII L号および秀峰の低分げつ性に関する追伝様式や造伝子座情報は， Ltn(t)の DNAマーカーを

用いた間接選抜 (MAS)法に よる育種や，遺伝子地図清報に基づいた遺伝子単離 （マップベースドク

ローニング）の研究に利用できる。

2. Ltn (t) と，マーカーとの距離がまだ遠いので，効率的選抜を進めるためにはさらに近接したマー

カーを見つける必要がある 。

3. 育成中の同質遺伝子系統は，イネの草型の制御に関する追伝的要因を解明やインド型品種育成の育種

素材として資することができる。
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図 1 低分げつ遥伝子 Un(t)のマ ッピング

BC佑および BC1均集団の解析結果

A: IR64/合川 1号 //IR64,B:IR72/秀峰//IR72

図 2 低分げつ性同質遺伝子系統 (NIL、BC5F4)

左 ： IR64 (戻し交雑親）

中央： NIL 

右 ：合川 1号 （遺伝子供給親）
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